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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

分散されたカーボンナノチューブの分散状態を測定する

実験
Experimental

UV-可視-近赤外分光装置および近赤外発光分光装置を用いてカーボンナノチューブ
の特性吸収・発光を分析することで分散状態の評価を行った。

結果と考察
Results and Discussion

分散溶液は写真（Fig. 1）に示すように、凝集体が認められるものの黒色透明の溶
液でカーボンナノチューブの分散が示唆された。UV-可視-近赤外分光装置による測
定の結果（Fig. 2)、近赤外領域まで吸収が伸びており、カーボンナノチューブが分
散していることが明らかとなった。一方で、特徴的な吸収ピークが見られなかった
ことから、小バンドル状態であるか、直径が太いカーボンナノチューブが分散して
いるかのいずれかであることが示唆された。
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CNT分散溶液の写真
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CNT分散溶液のUV-可視-近赤外吸収スペクトル
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